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仕事の合い間に食事をする場

面である。農村では、農作業を

家々が共同で行うことが多かっ

た。特に田植え、草取り、収穫

などの農作業は、村の男性が集

まり集団で行った。仕事は明け

方から始まるために、仕事の合

い間に、セチャムと呼ばれる間

食の時間が何回も挟まれた。昼

飯にはマッコリと呼ばれるどぶ

ろくが添えられた。図に酒瓶が

描かれていることや、どぶくろ

の杯として使われた平鉢で何か

を飲んでいる姿の男性が描かれ

ていることから、昼飯の場面で

あると思われる。

セチャムを食べるのは仕事場

の野外であるため、食器などは

地面に置いたままである。一般

に、食事の際に茶碗を手に持つ

ことはないが、労働の間、急い

で食事を済ませないといけない

こともあり、食器を手にもって

食事をしている姿である。飯は

匙で、惣菜は箸を用いるのが一

般的であるが、図の中の食事で

は、箸、または匙のみを使用し

ている。露出した上半身、そし

て片肌脱ぎの姿から仕事の最中

である様子がうかがえるが、ど

ぶろくを伴う昼食であるため

か、男性たちの表情は非常に明

るく、くつろいでいる。

食事や酒を運ぶのは女性と子供の仕事であった。

酒瓶は少年が運んできたのか、手にもっていつでも

注ぐ準備ができている姿勢である。飯が入っている

篭は女性が運搬してきたものであろう。赤ん坊を授

乳している姿から、子供をおんぶして頭上運搬した
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ものと思われる。授乳する女性は、おおっぴらに胸

を開けている。儒教の道徳理念から、両班のみでは

なく、庶民の女性にも身体を隠すことが厳しく要求

されていたが、授乳を必要とする子供を持つ女性が、

労働の際に胸を露出することはめずらしくなかっ

10 昼飯を食う
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た。胸をさらけ出して授乳する姿は、育児とともに

様々な労働に駆り出された庶民の女性にはごく普通

であった。母に連れられてきた子供も昼飯に夢中で

ある。一家総出で働く中で味わう、くつろぎの一時

である。（金）

10

昼
飯
を
食
う

1 髷（メンサントゥ）
2 上半身裸
3 蒲団扇
4 股引
5 チョゴリ
6 結び紐（ゴルム）
7 匙
8 丼
9 パッチ
10 片膝立て
11 顎鬚
12 裸足
13 片肌ぬぎ
14 飯茶碗
15 箸
16 皿
17 食器を手に持つ
18 盃で酒を飲む
19 匙で食事をする
20 揉上げ
21 胡坐

あぐ ら

をかく
22 平鉢で酒を飲む
23 巾着
24 下げ髪
25 酒瓶
26 しゃがむ
27 手拭い頭巾
28 授乳する
29 赤ん坊
30 ねんねこ袢纏
31 おんぶ紐
32 チマ
33 下着のパッチ
34 うない髪
35 茶碗を膝の上に載せる
36 風呂敷（褓）
37 飯
38 篭
39 犬
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11 井戸端の風景
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っぱら女性の仕事であったことがうかがわれる。釣

瓶に長い綱をつけて、それを井戸の中に投げ入れ、

綱を引張って引き上げる。現在1人の女性が井戸の

中に釣瓶を入れ、綱で引き上げようとしている。傍

らにはその前に水を汲み上げた女性がおり、その水

を直接手にして飲んでいる男性がいる。この男性は

帽子（黒笠）をとり、臍が見えるほど胸をはだけて

おり、暑いなか汗をかきながら歩いてきたように見

受けられる。その背後には、汲み上げた水が入った

水甕を頭上に載せて左手で支えながら運搬している

老女がいる。右手に汲み上げに使用した釣瓶を持っ

ている。（福田）

11

井
戸
端
の
風
景

深く掘られた井戸に水汲みに集う人々の様相を描

いている。井戸が各戸に設けられていることは少な

く、共同井戸が一般的であった。いわゆる井戸端会

議は農村で一般的に見られた姿である。井戸は円形

で、周囲は石で固定されており、地表面には幅広い

石の井戸側が置かれている。水を汲むときにはこの

井戸側の上に乗って、釣瓶を落とす。日本の一般的

な井戸のように、井戸側が高く積み上げられていな

い。このような井戸は朝鮮半島から中国では一般的

である。また、水を汲み上げるための固定した釣瓶

などはなく、汲み上げる者が家から釣瓶を持参する

方式であったことが分かる。

井戸の周囲にいるのは大部分女性で、水汲みはも

1 巻上げ髪
2 チョゴリ（ミンチョゴリ）
3 結び紐（ゴルム）
4 袖口
5 腰帯
6 チマ
7 下着のパッチ
8 藁履
9 釣瓶の縄
10 釣瓶
11 水甕
12 井戸
13 井戸側
14 結桶
15 箍

たが

16 釣瓶で水を汲む
17 お下げ髪の先飾り（デンギ）
18 たくし上げたチマ（ゴドルチマ）
19 釣瓶で水を飲む
20 髷
21 鉢巻（網巾）
22 胸をはだける
23 上衣（帖裏）
24 帽子（黒笠）
25 笠紐
26 パッチ
27 履紐
28 輪
29 頭上運搬
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山地を清流が流れ、その川岸で洗濯をする女性達

の姿が描かれている。

かつての洗濯は、絹の場合、縫い目をほどいて洗

うもので、ほどかずに洗うことは、他人に「恥を見

せる」ようなものであった。木綿や麻の場合は、縫

い目をほどかずにそのまま洗うことが一般的であっ

た。この絵に描かれた洗濯物は、綿織物か麻織物と

思われる。

綿織物の場合、下洗い、煮洗い、こすり洗い、叩

き洗いなど様々な方法を駆使する。暖かい灰汁に浸

12 川辺の洗濯
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けた後、洗濯台にのせ、手で揉み、砧で叩いて洗っ

た。これが下洗いで、再び灰汁で煮て叩くことを繰

り返す。麻織物の場合、綿織物と異なり、煮洗いの

過程がなく、灰汁でゆすいで洗濯台にのせて擦った

後、砧で叩いて洗った。洗濯の過程から見ると、こ

の絵は、洗濯場へ運んだ洗濯物を砧で叩いて汚れを

取り、清流で洗い流しているので、灰汁に浸けた後

の段階であろう。右側の女性2人は、洗濯台の上に

洗濯物を広げ、片手で洗濯物を叩いて汚れを落とし

ている。その手前には、浅瀬に立って、洗濯物を清

流にひたしながら、両手で絞っている女性がいる。

チマとチョゴリの裾をあげてとめており、洗濯時の

服装がよく見て取れる。汚れを落とした後、清流で

洗い流し、水気を切る作業であろう。

左奥の平らな岩の上には、女性と子供が描かれて

いる。女性の前には、2種類の櫛が置かれ、女性は

片膝を立てて座り、両手で髪の毛を結っている。右

の岩には、洗い終わったと思われるチョゴリが岩に

直に置かれている。干しているのであろう。髪結い

中の女性は、洗濯を終えて髪を洗ったところなのだ

ろう。女性達は、洗濯の後、しばしば自らの体も洗

った。かつての沐浴は、緑豆を潰した粉状のものや

米ぬかなどを用いて垢を落とした。人目を避け、家

屋内や家の裏で部分浴として済ませることが多かっ

た。洗濯に出る機会は、沐浴の格好の機会でもあっ

た。

右の岩陰の男性は、帽子（黒笠）を被り、顔の下

半分を扇子で隠している。女性達の沐浴をのぞき見

しようとしているのである。朝鮮時代、女性が肌を

露出する機会は希だった。女性が太股までさらして

いる洗濯場の風景を、男性は黙って通り過ぎること

が困難であったのだろう。身分の低い者が通りで両

班とすれ違う際、丁寧に挨拶をするのが礼儀であっ

たが、両班が扇子で顔を隠している場合は、そうし

なくても構わなかった。扇子は身分を隠す役割も果

たしたが、ここでは、相手に対する気遣いではなく、

自らの素性を隠す意味で用いられているのだろう。

砧で叩いている女性は話をしながら作業をしている

ようだし、左奥の女性も、子供がまとわりついてい

るにもかかわらず、髪結いに没頭している。洗濯は、

家事から離れ、気兼ねなく自らの身だしなみを整え

ることのできる時間でもあり、また、楽しいおしゃ

べりの時間でもあった。（中野）

12

川
辺
の
洗
濯

1 髪を編む
2 チョゴリ（ミンチョゴリ）
3 襟
4 結び紐（ゴルム）
5 袖口
6 チマ
7 下着のパッチ
8 片膝立て
9 粗櫛
10 梳櫛
11 尻丸出しの子供
12 巻上げ髪
13 お下げ髪の先飾り（デンギ）
14 たくし上げたチマ
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15 たくし上げたパッチ
16 洗濯物を絞る
17 洗濯物
18 洗濯台
19 砧
20 砧で打つ
21 裸足
22 干された洗濯物
23 帽子（黒笠）
24 上衣（道袍）
25 扇子
26 帯（細条帯）
27 扇子越しに見る
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道をゆく人々がすれ違う様子を描いたものであ

る。左上の男性は馬に乗り、右の一行は、女性と小

さい子供が牛に乗り、男性はもう1人の子供と荷物

を背負う。馬に乗る男性は道袍を着て、ひさしの広

い黒笠をかぶり、扇子で顔を隠している姿から身分

の高い両班であると思われる。両班の男性は、女性

の前では顔を隠すのが作法であり、外出時には冬に

も扇子を持った。それに対して、図の中の女性は、

すれ違う見知らぬ男性の前にかつぎ（長衣）で顔を

隠すしぐさをし、礼儀を表している。

朝鮮時代に、馬に乗って外出できるのは男性も女

性も両班のみであった。馬を引いている馬丁を伴い、

13 道行く家族
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32
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31 荷鞍に座る
32 牝牛
33 鼻木
34 頭絡
35 手綱
36 胸懸
37 腹帯
38 引き綱
39 尻枷

しりがせ

40 笠の飾り紐（貝纓）
41 子供を負ぶう
42 鶏
43 荷包み
44 脚絆
45 履紐

29

泥障
あおり

を敷き、その上に載せた乗馬用の鞍に座る両班

の男性とは対照的に、右の一行の女性は牛の荷鞍に

置かれた荷駄に乗る。外出や旅に馬を用いることは、

一般の女性には両班にしか許されず、他に妓女が乗

る場合もあった。一般的に、乗り物としては、馬や

ロバがよく使われていたが、図のように牛の荷鞍の

荷駄に座るのはやや珍しい。牛には尻
しり

枷
がせ

が装着され

ており、農耕用であることがわかる。牛に乗る女性

は、かつぎ（長衣）で頭から上半身を被い、チョゴ

リは半回装であることから、庶民の中でもやや裕福

な農家の女性であろう。

子供をおんぶする男も飾り紐を付けた黒笠を被っ

ており、晴れ着の姿である。子供は父親の背負って

いる荷物の上に乗り、その後ろには鶏もみえる。晴

れの日の家族での外出だろうか、庶民としては身な

りが整っている。（金）
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道
行
く
家
族

1 帽子（黒笠）
2 笠紐
3 鉢巻（網巾）
4 扇子
5 扇子で顔を隠す
6 上衣（道袍）
7 子馬
8 乳を飲む
9 馬
10 鞦

しりがい

11 泥障
あお り

12 鐙
あぶみ

13 鞍
14 面懸

おもがい

15 馬丁
16 下げおろした髪
17 チョゴリ
18 パッチ
19 裸足
20 かつぎ（長衣）
21 襟
22 袖口
23 かつぎ（長衣）で
顔をおおう

24 子供
25 チョゴリ(半回装）
26 チマ
27 藁履
28 荷駄
29 荷鞍
30 鞍当て
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馬を利用して荷物などの運搬を職とする、いわゆ

る日本の馬方にあたる人々の姿である。馬方一行は、

荷物運搬の納品先からの帰りなのか、荷鞍は空であ

る。鞍に横木が1本しかないのが荷鞍の特徴であり、

その点で乗馬鞍とは区別されるが、図に描かれる馬

の鞍はすべて横木が1本である。一行は馬の荷鞍に

座り、後ろを向いたり、煙草を吸うなど、一仕事が

終わった後の気楽な姿である。髷を結っていない髪

型から、馬方の一行にはまだ冠礼前の青年が多いこ

とが窺える。図の右端には、煙管に煙草を詰めてい

る様子の男性が描かれているが、髷を結い、黒笠を

かぶっていることから、一行の中ではもっとも年長

者であることが分かる。馬方の親方であろう。

馬方は、朝鮮語でマバリと呼ばれた。マバリは集

団を組織して運搬業を営んだが、多くの場合は市井

の商人に雇われ、問屋や官衙などに供給する物を運

んでいた。朝鮮時代の有力な商人は基本的に官府と

結びつき、御用商人的な存在であった。彼らは地方

から納められる貢納物の代納や用達請負、そして宮

廷の余剰物資の買い入れ、貢納物の払い下げを独占

していた。彼らによって官衙に調達するものや官衙

から運び出される貨物は膨大であったとされるが、

その運送は主に民間のマバリが担っていた。図の中

のマバリは官衙に物を運び届けた後なのか、空にな

った荷鞍に乗って帰途につく、のんびりした姿であ

る。（金）

14 帰途につく馬方
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14

帰
途
に
つ
く
馬
方

1 三角帽子
2 馬
3 黄牛
4 荷鞍
5 引き綱
6 笠
7 ざんばら髪
8 チョゴリ　
9 パッチ
10 脚絆
11 藁履
12 鞭当て
13 たてがみ
14 手綱
15 腹帯
16 鞦
しりがい

17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

17 轡
18 面懸

おもがい

19 荷鞍の横木
20 頭巾
21 腰帯
22 綱
23 鉄輪
24 煙管
25 火打石
26 巾着
27 裾紐
28 帽子（黒笠）
29 煙草を煙管に詰める
30 鞍当て
31 下鞍
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渡し船の乗り方には2艘

に共通する点がある。一

つは、舳先の平らな場所

に泰然と座っている人物

がいることだ。帽子（黒

笠）を被り、悠々と腰掛け、あるいは煙草を手にし

ている点から見て、両班層の者と思われる。また、

一つは、駄馬や牛が、船の真ん中よりもやや舳先よ

りに乗船していることだ。渡し船の舷は、舳先から

船尾にかけてゆるやかに弧を描いており、比較的舷

の高さが低い位置に駄馬や牛がいる。この位置は、

渡し場で乗り降りする際に、最も困難が少ないと考

1 渡し船
2 舳先
3 帽子（黒笠）
4 上衣（道袍）
5 長煙管
6 扇子
7 笠
8 黄牛
9 粗朶
10 尻枷

しりがせ

11 手拭い頭巾
12 チョゴリ
13 チマ
14 片膝立て
15 髷（メンサントゥ）
16 肩衣
17 股引
18 櫓を漕ぐ
19 艫

とも

20 櫓
21 冠（宕巾）
22 草笠
23 帯（細条帯）
24 ざんばら髪
25 荷鞍
26 下鞍
27 腹帯
28 鞦

しりがい

29 馬
30 両膝立て
31 子供を負ぶって座る
32 積荷に腰掛ける

Ⅱ●檀園風俗画帖32

この絵には、川を渡る2艘の渡し船が描かれてい

る。2艘とも、底が平らな渡し船で、人、駄馬、牛

を乗せて左側へ向かって進んでいる。櫓こぎの船で

も、帆を張ることができる船もあったとされるが、

上の船は2名の男が櫓を漕いでいる。手前の船は、

何人で漕いでいるか分からないが、やはり櫓こぎと

考えられ、帆は確認できない。官船の場合、渡しに

配置された渡船は、大きさの異なる2艘を利用し、

人間と荷物とを効率的に分けて運んだとされるが、

上の船は10人、下の船は13人が乗っており、人数

が若干異なっている。渡し船の大きさに相違はない

ようだ。

15 満載の渡し船

1

2

2

3

4 5

6
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えられ、合理的だと見ることもできよう。駄馬や牛

の周囲には、立っている者、座っている者、帽子を

被っている者、煙草を吸っている者など様々な人物

がいる。成人男性の姿が目立つが、ここには、駄馬

や牛を曳いて歩く者も含まれているのだろう。最後

の一つは、中央部から船尾よりに、女性、子供など

が乗船していることだ。女性は腰をおろしている。

子供は、女性におぶわれていたり、座っていたりし

ている。下の船には、荷物を背負ったまま腰掛けて

いる行商人（褓負商）の姿も描かれている。上の船

で煙草の火をつけている2人の男性は、まげのみの

頭で、このうち1人の下衣は短く、ふくらはぎが見

えている。重労働を行っていたのであろうか。（中

野）

15

満
載
の
渡
し
船

3

9
7

8

8

10

11

12

1314

15

1515

17

18

19

20

21 22

23

24

25
26

27

28 29

30

31

32

25

16



16 朝鮮相撲シルム
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1
2
3
4
5
6
7

8
9
10
11
12
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14
15
16
17
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28
29
30
31
32
33

1 相撲（シルム）を取る
2 髷
3 鉢巻（網巾）
4 チョゴリ
5 パッチ
6 取り紐（サッパ）
7 取り紐（サッパ）に
手をかける

8 巾着
9 脚絆
10 裾紐
11 足袋
12 地面に手を付く
13 帽子（黒笠）
14 笠紐
15 扇子
16 扇子越しに見る
17 上衣（中致莫）
18 片膝立て
19 藁履
20 皮履（バルマク）
21 顎鬚
22 上衣（小　衣）
23 膝を抱える
24 飴売り少年
25 吊り紐
26 飴
27 飴盛り板
28 お下げ髪
29 履紐
30 両手を地面に付く
31 結び紐（ゴルム）
32 頬杖を付いて寝そべる
33 フェルト帽（ボンゴジ）

35

朝鮮相撲シルムを描いている。野外で行う娯楽で、

この絵にも男たちが楽しんでいる様相が示されてい

る。相撲には土俵はなく、相手を倒せば勝ちという

ものであった。相撲をするには、笠をとり、靴を脱

ぐが、その他は普段の服装のままである。取り組み

に際しては、左足の太股にサッパと呼ばれる取り紐

を巻く。互いに右手でサッパを握って力を加え、投

げを打つ。サッパは日本相撲のまわしの役割を果た

す。日本の相撲では、行司がいて勝負の判定をする

が、ここには行司役の姿はない。

サッパの「サッ」という言葉は股を指し、「パ」

は綱を指す。かつては、相撲の形態にも種類があっ

た。左シルムというものは、サッパを右足に縛るも

ので、現在全国的に認められる種類である。右シル

ムというのは左足に縛るものである。また、帯シル

ムは、腰に綱をまくものを指す。パシルムというの

は、ソウルの一部地域のみに行われていたものであ

るが、サッパを自分の右腕と相手の左足のすねに巻

き、腰のサッパをつかまずに行うものを指す。かつ

て、右シルムは京畿道や全羅道に、帯シルムは主と

して忠清道に見られたという。この絵の場合、左足

にサッパを縛っている。京畿道あるいは全羅道の相

撲の様子を描いたものであろうか。

相撲の取り組みを囲んで人々が見物しているが、

その姿は立て膝か片膝立てが目立つ。帽子は脱いで

膝元に置き、扇子をかざす人も目立つ。なかにはす

でに履物を脱いで、次の取り組みの準備に入ってい

る人も見受けられる。相撲を見物する人は全員男性

であり、女性が一人もいないことに注意したい。見

物の人々を相手に首から紐をかけて商品を入れた箱

を支えてものを売る少年の姿が見える。これは飴売

りと思われる。人々が集まる所には必ずといっても

いいように飴売り姿があり、人々に親しまれていた。

この相撲は草相撲で、相撲好きの人々が集まって

きて行う。特に端午の節句に際して相撲が行われ、

今に継承されている。朝鮮時代には絵のように着物

を着たまま取り組んだが、現在は上半身裸で行う。

（福田）
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17 舞の喜び

1
2

3

4

5

5

6

7

8

9

10

10

11

1213

14

15

16

17

18

19

20

21

22
23

24

25

26

27



16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27

16 巾着
17 足袋
18 帽子（黒笠）
19 鞨鼓（長鼓）
20 胡坐

あぐ ら

をかく　
21 上衣（小　衣）
22 篳

ひち

篥
りき

23 縦笛
24 軍服（狭袖）
25 軍服（戦服）
26 横笛
27 胡弓

6人の楽士が演奏する前で少年が舞っている姿が

描かれている。楽士の伴奏は、いわゆる三弦六楽と

いう形態である（左上から座鼓、チャング〈杖鼓・

長鼓〉、横笛〈大　〉、胡弓）。左手前で舞う少年は、

両手を上下に振り、足でステップを刻むように舞っ

ている。顔はうつむいているが、口元が開き、自ら

の踊りに陶酔している様子だ。

奇妙な点もある。既に指摘されているが、奚琴を

演奏する男の左手が裏返っている。また、聴衆がい

ない。このため、この踊りと伴奏が具体的にどのよ

うな宴会や催し事で行われたものなのか、あるいは、

その時代や背景を理解することに困難がある。

舞童の舞は、本来、宮廷で行われた。朝鮮半島で

は、新羅の時代に中国からもたらされた唐楽呈才、

その後、新たに朝鮮半島で創作した郷楽呈才という

舞踊があり、宮廷の饗宴や国賓に対する宴会で行わ

れた。三弦六楽の伴奏も官衙の饗宴、地方郷校の祭

祀、クッ・歌舞の伴奏などでよく演奏された。

37

楽士は官衙に隷属していたが、壬辰（1592）・丙

子（1636）の両乱によってその数が減少し、応急策

として地方官衙から集めるようになった。いわゆる

巫堂の夫、広大や才人などである。それらの者は各

地方の才人庁（神庁、掌楽庁、倡夫庁）などに所属

し、地方長官の外出に伴う行列の前や、宴会などに

呼ばれて、歌舞と音楽、演芸をみせるようになった。

現在、舞童は、民俗芸能として仮面劇の一部や農

楽にその姿を残している。それは、子供を農楽隊員

の肩の上に乗せて舞わすものであったり（全羅北道

南原）、大人の肩に乗って舞い、鉦を手にして賽銭

を集めたりするもので（慶尚北道河回）、絵の中の

舞童とは大きく異なる。この舞童は、宮中で行われ

る舞の服装とも異なっている。服装としては、長衫

を着て、袈裟を掛けた僧舞の姿に似ている点もある。

この絵は、宮中から民間へとその担い手が移行して

いく過程のそれを描いたものではないだろうか。

（中野）
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1 舞う
2 冠
3 舞服（舞童服）
4 帯
5 パッチ
6 脚絆
7 皮履（バルマク）
8 太鼓吊るし台
9 太鼓
10 桴

ばち

11 フェルト帽（ボンゴジ）
12 鉢巻（網巾）
13 鉢巻（網巾）の紐
14 片膝立て
15 上衣（号衣）
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18 少年たちのゴヌ遊び
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山へ入って粗朶などの薪を集めるのは、少年たち

の重要な仕事の一つであった。図の中央に描かれた

4人の少年たちは、粗朶を載せて運んでいた背負梯

子（チゲ）を降ろして、ゴヌ遊びにふけっている様

子である。

ゴヌ遊びは庶民の遊びで、室内よりも屋外でよく

行われた。特別な道具が必要でなく、小石があれば、

それを駒として使い、地面にゴヌの盤を想定した図

面を描いて遊べたので、仕事の手を休める間に気軽

にできる遊びとして特に少年たちに好まれた。2人

以上が集まると遊びが可能で、駒を動かして相手の

駒を取るか、敵陣を占領することで勝敗を競った。

将棋や囲碁の原初的なものとされ、地棋ともよばれ

た。図の中のゴヌ盤は、円形を4つの空間に分けて

おり、2つの小石をそれぞれの駒とする様子からは、

ウムルコヌと呼ばれるもっとも単純で一般的に遊ば

れたゴヌの種類のようである。少年たちは、仕事の

ことも忘れて、ゴヌ遊びの勝負に夢中である。

薪や粗朶は重要な燃料であった。薪を集める専業

の樵夫もいたが、農閑期に薪を集めて貯えておく場

合が多かった。日課としては、主に子供の仕事とさ

れた。図の中の少年は家事の手伝いとして、山で集

めた粗朶を背負梯子いっぱいに載せて帰る途中なの

か。それとも両班家に仕える小作人で、木にもたれ

て一服する年長の監督のもとで粗朶を集めて、その

帰途にゴヌ遊びを楽しむ様子のようにも見える。

（金）
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1 解
ほつ

れた髪
2 チョゴリ
3 パッチ
4 脚絆
5 藁履
6 膝を抱える
7 ざんばら髪
8 上半身裸
9 片肌ぬぎ
10 駒の小石を摘む
11 お下げ髪を前方に垂らす
12 胸をはだける
13 履紐
14 ゴヌ盤
15 小石
16 ゴヌ遊びをする
17 髷（メンサントゥ）
18 煙管
19 藁履の底
20 片膝を立てて木にもたれる
21 股引
22 粗朶
23 背負梯子を背負う
24 息杖
25 背負梯子（チゲ）
26 背負い紐
27 背当て
28 桟
29 背負梯子の脚
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19 書堂での勉強
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19

書
堂
で
の
勉
強

日本の寺子屋にあたる朝鮮時代の書堂の風景を描

いている。書堂は村の民間教育機関の役割を担って

おり、子供たちが5、6歳頃から『千字文』、『童蒙

先習』、『通鑑』などの基礎的な漢文の教養を身につ

ける場所であった。訓長と呼ばれる教師は、地方官

吏の郷吏などが職を引退した後になるか、科挙に落

第した漢学者などがなる場合が多かったという。学

童の年齢や習う内容もそれぞれ異なっていた。図に

は髪がまだ短く、下げ髪ができない少年から、髷を

結った少年まで、幅広い年齢の子供が描かれている。

髷を結い、草笠を被った少年のように冠礼をした人

も交じっている。

異なる内容をそれぞれ高い声で朗読していたた

め、書堂は常に騒々しかったというが、赤子の泣き

声、砧打ちとともに「三好声」とされ、決して近所

から抗議をうけることはなかったという。画面中央

に片膝を立てている少年は、講読ができず、訓長か

ら厳しく叱られたのか、泣きべそをかいている。他

の少年らは泣いている少年をみて笑っている。泣き

べその少年の傍には、書算棒が置かれている。書算

棒は柴で作られたもので、本の間に挟む栞として使

われたり、読書の回数を数えるためにも用いられた。

また、講読の際には字を指す時に使われ、時には鞭

としても用いられた書堂の必需品であった。泣きべ

その少年はこの書算棒で訓長から打たれたのだろ

う。書堂の雰囲気が生き生きと伝わる場面である。

（金）
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1 冠（四方冠）
2 髷
3 揉上げ
4 顎鬚
5 上衣（道袍）
6 腰帯
7 文机
8 指示棒（書算棒）
9 硯箱
10 硯箱の蓋
11 硯
12 硯台
13 泣く子供
14 お下げ髪
15 チョゴリ
16 パッチ
17 裾紐
18 足袋
19 片膝立て
20 書物
21 ざんばら髪
22 鼻を穿る
23 本をめくる
24 跪いて両手をつく
25 上衣（小　衣）
26 襟
27 掛け襟
28 草笠
29 笠紐
30 鉢巻（網巾）
31 爪立ちして座る
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20 脱穀作業と監督する男
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23
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23 髷（メンサントゥ）
24 顎鬚
25 竹箒
26 上半身裸
27 三角帽子
28 稲束を縛る
29 番頭
30 帽子（黒笠）
31 肘枕
32 上衣（中致莫）
33 笠紐
34 パッチ
35 脚絆
36 跣

はだし

足
た

袋
び

37 房帯
38 筵
39 皮履（バルマク）
40 長煙管
41 煙草入れ
42 酒瓶
43 湯呑
44 鉢
45 藁束

43

打ち付けるために、稲束をしっかりと縛りなおして

いるものと思われる。日本では稲穂から籾をはずす

方法としては古くは扱き箸が用いられ、近世には千

歯扱きが普及した。稲の脱穀法として打撃による方

法は行われなかった。打撃による脱穀はもっぱら麦

についての方法であった。朝鮮時代の打撃脱穀は中

国とも共通しており、中国では現在も基本的に打撃

法が行われている。

図の右上には筵を敷いて、上部には脱穀が終わっ

て籾が外された藁束を置いて盛り上がらせ、その上

に1人の人物が頭を片腕で支えながら寝そべり、左

足を右足の上に乗せて、くつろいでいる。長い煙管

で煙草を吸い、また横には酒が入った瓶と茶碗が置

かれており、酒を飲みつつ作業を見ている様子とい

えよう。この家の番頭であろう。（福田）
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脱
穀
作
業
と
監
督
す
る
男

秋の庭仕事の全体的な過程を描いている。左上に

背負梯子（チゲ）に大量の稲束を付けて背負い、息

杖で身体を支えながら運んでくる男性が描かれてい

る。田で刈り取って、そこで干した稲を家に運んで

脱穀作業をすることがこれで示されている。家に持

ち帰られた稲は、屋敷内の庭で脱穀される。図の中

央部にはその様相が示されている。

太い大きな丸木が台石や支え木の上に横たえられ

ている。それに向かって3人の男性が稲束を手に持

って打ち付けている。両手で藁束を持って打ち付け

るが、右手は藁を縛った縄の端を輪にした部分を持

ち、左手は藁を縛った縄を持っている。打撃によっ

て脱穀するもので、穂先からはずされた籾粒は地面

に広がっており、1人の男性が竹箒でそれを集めて

いる。また別の男性が稲束を藁で縛っている。稲に

はまだ籾が付いていることから判断して、脱穀台に
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16
17
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20
21
22

1 稲束
2 背負梯子（チゲ）
3 背負梯子の爪
4 背負梯子の脚
5 背負い紐
6 息杖
7 髷
8 鉢巻（網巾）
9 稲束を運ぶ
10 肩衣
11 股引
12 腰帯
13 巾着
14 裸足
15 稲束を打ち付けて脱穀する
16 解

ほつ

れ毛
げ

17 胸をはだける
18 脱穀台
19 稲束を縛り付けた紐を
手首にかける

20 足袋
21 藁履
22 籾



Ⅱ●檀園風俗画帖44

21 水田を耕す
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男達が犂や熊手鍬で耕している姿が描かれてい

る。耕地は田と見るのが無難である。働く男や牛の

足元が土中に沈んで見えないように描くことで水田

であることを示している。

田の手前では、2頭の牛が犂を牽き、それを男が

1人で押している。牛の鼻輪から頭絡が伸び、首回

りに軛状のものが装着され、胴に腹帯がまわされて

いる。牛の間で2頭用の軛と犂とが縄などを用いて

連結されていると考えられる。男が踏ん張りながら、

犂身を押し、右手の鞭で牛にはっぱをかけているの

だろう。水田にもかかわらず、牛が傾斜して描かれ

ているのは、限られた空間に田起こしの全体を描き

込むためだと思われる。後方では、2人の男が三本

歯、及び四本歯の熊手鍬で田を起こしている。右側

の男は上半身裸となっており、この作業も力仕事で

あることが分かる。犂で荒起こしされた土塊を砕い

ているのであろうか。股引は、腰のあたりで紐を用

いてとめ、余分な布を折り返しており、当時の穿き

方を窺うことができる。

2頭の牛で犂を牽く方法は日本では見られない。

朝鮮半島で、2頭で犂を牽くのはキョリといい、1

頭で牽くホリと区別される。前者は、畑が多い北方

で、後者は水田が多い南方で見られる。また、中国

北方地域にも見られる。この絵からは朝鮮半島のど

の地方の犂を描いたのかは分からない。2頭の牛は

表情や色で描き分けられているが、例えば、犂を押

す者から見て、左側の牛は力が必要であるためオス

の牛を、右側の牛は、しつけが充分でなく、慣らさ

れてない牛、特に、既に子どもを生んだメスの牛を

配置するなど、地方によって異なった。

犂はおそらく無床、あるいは短床犂であろう。刃

先も土中に入り、明瞭に確認できないが、2つの刃

があるように見える。刃を2枚装置した犂について

は、旧ソ連、旧満州、日本などに類似の絵画資料が

残されている。日本では『福岡県農務誌』にも類似

の図が掲載されており、朝鮮半島から伝わったもの

と推測されている。朝鮮半島の犂は、長床犂として

中国からもたらされたが、後に短床犂も使われ、日

本の植民地時代には、多くの種類が存在した。朝鮮

時代末には相当な発達があったものと推測される。

その発達の過程の一端を示すという点で重要な絵で

あるが、この種の犂は中国や韓国の農書に描かれた

ことはなく、実物も現存していない。（中野）
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1 髷（メンサントゥ）
2 肩衣
3 股引
4 熊手鍬・三本鍬
5 熊手鍬・四本鍬
6 上半身裸
7 熊手鍬で耕す
8 二頭牽きの犂
9 鼻木
10 頭絡
11 軛

くびき

12 腹帯
13 手綱
14 犂
15 練木
16 犂柱
17 犂先
18 犂身
19 犂で耕す



Ⅱ●檀園風俗画帖46

農家における主要な屋内作業として、男性の筵編

み、女性の糸紡ぎを描いている。男性は立て膝をし

て、両手で薦槌を操作して編んでいる。すでに編み

終えた筵が手前に巻き取られている。筵編機は、薦

槌を付けた縦紐に藁を横に入れて編んでいくもの

で、道具としては日本の筵編機と同じである。編機

の横には材料の藁束が置かれている。男性の左後方

に女性が立て膝して座り、右手で糸車を回して、左

手に持った真綿から引き出した糸を管へ巻き取って

いる。この作業は機織りの重要な準備であり、糸が
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1 巻上げ髪
2 チョゴリ（ミンチョゴリ）
3 結び紐（ゴルム）
4 結び紐（ソクゴルム）
5 腰帯
6 チマ
7 片膝立て
8 真綿
9 糸を巻いた管
10 管
11 糸車
12 管巻
13 糸
14 重石
15 錘

つむ

台
16 錘

つむ

差込
17 笊
18 糸を紡ぐ
19 冠（四方冠）
20 髷
21 鉢巻（網巾）
22 顎鬚
23 上衣（小　衣）
24 筵を編む
25 筵編機
26 薦槌
27 筵
28 藁束
29 ざんばら髪
30 肩衣
31 パッチ
32 書物
33 指示棒（書算棒）
34 朗読する

22 糸紡ぎと筵編み
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14
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巻き取られた管は横の笊の中に置かれている。右上

には大きな書物を開いて、指示棒（書算棒）を使い

ながら読んでいる少年が描かれている。この少年と

筵編みの男性、糸紡ぎの女性とは家族を構成してい

るということになろうか。（福田）
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25 糸を巻いた管
26 笊
27 管
28 管をいれる壺
29 老婆
30 巻上げ髪
31 チョゴリ（ミンチョゴリ）
32 襟
33 掛け襟
34 子供を負ぶう
35 チマの紐を掴む
36 うない髪
37 風車
38 チョゴリ
39 パッチ
40 刷毛
41 経糸
42 支え木
43 重石
44 籾殻の燃し火
45 盥
46 経糸の糊付け
47 下着のパッチ
48 藁履
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緯糸を経糸の間に入れようとして

いる。右足の先には紐が結びつけ

られ、紐は竹籤につながり、その

竹籤は支え棒につながっている。

その先には経糸を上下させる綜絖

が結びつけられている。足で紐を

引くと、支え棒が半回転して綜絖が上がる。高機の

基本的な仕組みは日本のものと同じであり、近代の

織機にも共通している。女性の傍らに置いてある壺

には使用済みの管が入れられ、笊には糸が巻きつけ

られた管が何本も入っている。

Ⅱ●檀園風俗画帖48

家庭内での機織り作業を描いている。図の上部で

緒巻から長く伸ばした経糸に刷毛で糊付けをしてい

る。この糊付けで機織り過程での毛羽立ちを防ぎ、

糸を強くする。女性は刷毛で糊を塗り、下から籾殻

を燃して乾燥させている。横に置かれた鉢は糊を入

れた器である。糸を横広く巻いた緒巻は板状の芯を

回転させて巻き付け、一周毎に竹を挟み込んでいる。

板状の緒巻は朝鮮独特のものである。糊付けを終え

た緒巻を織機に設置して、機織りが行われる。

図の中央には女性が機織りをしている姿が描かれ

ている。女性は左手で筬
おさ

を持ち、右手に杼
ひ

を持って、
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7 機
はた

草
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8 掛け糸竹
9 綜

そう

絖
こう

10 中筒
11 足引き
12 柱
13 桁
14 脚
15 腰掛
16 腰当の紐
17 筬

おさ

18 杼
ひ

19 機を織る
20 前がらみ
21 解

ほつ

れ毛
げ

22 捲り上げた袖
23 結び紐（ゴルム）
24 チマ

23 機織りと女性
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機織りをしている女性の背後で老女が子供を背負

って機織りの様子を見ている。その横には風車を左

手に持っている男の子がいる。老女は機織りをして

いる女性の姑であろうか。背負っている子供、横に

立っている男の子は機織りをしている女性の子供の

ように見受けられる。おんぶ紐その他の用具を使用

せずに腕を背後に回して気軽に子供を背負うのは日

本や朝鮮の特色であり、西南中国の少数民族でもし

ばしば見られる。（福田）
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24 の仕掛けで魚を獲る
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えり

（防簾）で魚を獲る風景が描かれている。 漁

法は、朝鮮半島西海岸に多く分布している。中央部

に描かれているのが竹竿で作られた簾状の●であ

る。海底に固定した竹に網を設置し、潮の干満に応

じて入ってきた魚が外へ出ていけないよう、迷路状

の陥穽部分（イムトンという）が施されている。そ

こへ入った魚を、チョクデなどの小さな手網で捕獲

するのである。

この絵では、魚の捕獲が、最終的にどのような陥

穽具によってなされているのか、 （防簾）の中に

いる2人が何を足場に立っているか、どのような漁

具で魚を掬ったのかなど、詳細は分からない。一般

に　は、潮の干満と魚の習性に対応して設置される

ため、一直線、放射線状や三角形などの比較的単純

な形に網を固定することが多い。描かれた　は屈曲

が多く、かつ、全体が描かれていないため、設置さ

れた形態の全体像は分からない。

しかし、漁具の周囲の船の様子からは、魚を捕る

だけでなく、魚を船に移し、複数の船がその魚の行

方に関わっていることが窺える。竃が設置されてい

る船には大型の甕が複数ある。魚の運搬道具は、竹

などで編んだ篭状のものが一般的である。また、こ

の甕は飲み水用としては大きすぎ、生け簀代わりの

活魚用としては、生食が一般に普及する時期を考え

ると早すぎる。おそらく、この図は、鮮魚の簡単な

加工の過程を示していると考えられる。鮮魚は、塩

をほどこすことで日持ちを長くすることができる。

また、甕の中に塩と交互に重ね入れることで発酵さ

せ、チョッカルという発酵食品にすることもできる。

左の船の日除けの中にも、おそらく、竃と甕がある

のではないだろうか。こうした竃を設置した部分を、

トゥソクカンと呼ぶ。風や日差しを遮って、その下

に作業空間を確保しているのである。

現代ではその価値も下がり、消えつつある漁法で

あるが、朝鮮時代においては、その漁獲が安定して

いたこともあり、経済的価値が高かった。（中野）
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（防簾）
2 鳥　　　
3 髷（メンサントゥ）
4 肩衣　　
5 股引
6 篭　　　
7 箕　　　
8 魚
9 魚を受け取る
10 煙管
11 チョゴリ
12 甕
13 棹
14 船を漕ぐ
15 魚を手に持つ
16 ざんばら髪
17 撹拌棒
18 釜
19 竈

かまど

20 料理をする
21 片膝立て
22 漁船
23 舳先
24 艫

とも

25 苫
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29 皮履（バルマク）
30 墨糸
31 墨壺
32 鉋をかける
33 台鉋
34 鉋の取っ手
35 鉋刃
36 鉋台
37 鉋屑
38 削り台
39 履紐
40 藁履
41 曲

かね

尺
じやく

42 鋸
43 弦
44 捻り棒
45 鋸の支柱
46 取っ手
47 刃
48 手斧

ちような

49 柄
50 作業を監督する
51 冠（四方冠）
52 上衣（小　衣）
53 間

けん

竿
ざお

54 皮履（太史鞋）

Ⅱ●檀園風俗画帖52

建築現場の作業風景を描いている。それぞれの作

業が相互に関連しているというよりも、家屋の建築

作業のいくつかを示そうとした図である。一般に絵

画の題材にされることが少ない屋根葺きを中心に据

えている点がおもしろい。瓦屋根は、屋根の下地と

して葺かれた土居葺きの板の上に、葺き土を置き、

瓦を土で固定する。地面に上半身裸ですわり、丸く

こねた葺き土を小さいもっこに入れる作業をしてい

る。顔は別の方向を向いているので、それほどまじ

めに仕事をしていないことが分かる。もっこに入っ

た土は屋根の上から引き上げられる。その様相が描

かれている。そして、屋根の上ではベテランの職人

であろうか、下から投げ上げられた瓦を手で掴むと

いう技を示しながら、篦を用いて瓦を屋根に固定し

ている。

屋根葺きが行われている柱の横では、一人の大工

職人が墨壷の糸を垂らして、柱が垂直になっている

かどうか片目をつぶって確認している。墨壷の中央

部から垂直を決める糸が出されている。墨壷の中央

部から糸を引っ張って垂直を確認することは日本で

も近世初頭まで見られたが、その後はなくなり、中

央部の糸も付けられなくなった。横には鉋を用いて

板を削っている大工がいる。朝鮮半島の鉋も、中国

と同じように、手前から前方に向かって押してかけ

る突き鉋であった。その鉋がけをしている大工の足

下には曲尺が置かれており、手前には鋸と手斧が置

いてある。大工道具を示しているものである。これ

らの作業を背後で間竿を抱えて見ている人物がい

る。その服装から判断して、大工の棟梁であると推

測される。（福田）
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5 箆
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8 瓦屋根
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18 上半身裸
19 角柱
20 礎石
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23 鉢巻（網巾）
24 顎鬚
25 チョゴリ
26 結び紐（ゴルム）
27 パッチ
28 脚絆

25 瓦屋根を葺く
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26 村の鍛冶屋
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鍛冶屋の作業風景を取りだして描いている。正面

に据え付けられているのは火炉であり、燃やし口に

は炭と鉄の原材料が入れられ、高温にして軟らかく

加工しやすくするため、隣で小僧が支え綱に頼りな

がら鞴を踏んでいると判断される。火炉は三方を土

壁で囲われる竈の形をしていることが注目される。

鞴は足踏み式の鞴であろう。3人の職人が赤く焼け

た鉄を打っている。横座の職人はしゃがみ込むよう

にすわり鋏で鉄を挟んで金床上に安定させ、先手の

2人が交互に鎚を振り下ろして、鉄を打ち整形をし

ている。日本では、横座にいる親方が片手に小さな

鎚を持ち、形状を整えるが、ここでは鋏のみを持っ

26
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19 脚絆
20 藁履
21 水槽
22 背負梯子（チゲ）
23 背負い紐
24 背当て
25 背負梯子の脚
26 お下げ髪
27 鎌を研ぐ
28 鎌
29 砥石
30 瓶

ている。横座にいて鋏を使っている職人の横には大

きさの異なる鋏が置かれ、その手前には水を入れた

水槽が見られる。打った鉄を冷やし焼き入れするた

めのものである。職人の後には箱が置かれ、その上

には平たい長方形の箱が置かれているが、ここには

鉄の原材料が入れられているのであろう。

手前では1人の人物が大きな砥石で鎌の刃を研い

でいる。横には壊れた瓶があるが、ここには水が入

っているのであろう。打ち上げた鎌の仕上げをして

いるものと思われるが、研いでいるのは鍛冶屋職人

ではなく、鎌を発注した人物が自分の好みに合わせ

て仕上げている可能性がある。（福田）



煙草生産の様相を描く。手前に描かれた上半身裸

の男性は、煙草の葉を一枚一枚丁寧に扱い、葉の枯

れた部分、腐った部分や筋やゴミを取り除いて、き

れいに揃えて重ねている。その重ねた葉を手で押さ

えて、押しきりで一定の幅に切る作業がその向かい

側で行われている。長い押し切りを使用している。

その横には長方形の箱が置かれている。貴重な品を

入れるためのものであることが、錠前が付けられて

いることで分かる。この場所に置かれていることか

ら判断して、貴重品である煙草の刻んだものをしま

うものであったろう。左側手前にいる男性は、扇子

で扇ぎつつ、書物を読んでいる。この人物が煙草生

産とどのような関係になるのかははっきりしない

が、この家の主人の可能性はある。

朝鮮半島における煙草は17世紀初頭に日本から

伝わったものとされる。日本から伝来したものは古

くは倭草とか南草と呼ばれ、中国や南蛮渡来の煙草

は西草と呼ばれたという。煙草は急速に普及し、煙
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草生産も盛んになった。朝鮮時代の煙草生産は、特

別な規制も、また課税対象でもなかったので、農民

たちの副業として重要な位置を占めた。

17世紀中葉、煙草の販売は葉草廛が専門的に行

った。ソウルの城外に住む煙草生産者は、城内で消

費者へ直接煙草を売ることができなかった。煙草は、

はじめは葉自体を煙管に詰めて吸う方法が主であっ

たが、次第に葉を短く切って煙管に詰めて吸う方法

も好まれるようになった。葉を短く加工する者を折

57
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1 髷
2 鉢巻（網巾）
3 片肌ぬぎ
4 チョゴリ
5 パッチ
6 跣

はだし

足
た

袋
び

7 押切り
8 蝶番
9 煙草の葉を刻む
10 煙草の葉
11 煙草の葉のくず
12 筵
13 長櫃
14 錠前
15 髷（メンサントゥ）
16 前屈みで櫃にもたれかかる
17 裸足
18 三角帽子
19 顎鬚
20 肩衣
21 扇子
22 書物
23 揉上げ
24 上半身裸
25 煙草の葉を整える
26 煙草の葉の筋
27 胡坐

あぐ ら

をかく
28 股引

草人といった。ここに描かれているのは折草人の作

業現場と思われる。折草人は、葉を葉草廛から購入

して加工し、販売していたが、その増加は葉草廛の

独占を脅かすようになった。19世紀以後は、葉

草・折草を加工し、紅草・匣草・市草・元草など、

煙草の種類も多様化した。（福田）
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1 蹄鉄を打つ
2 三角帽子
3 顎鬚
4 装蹄鎚
5 上半身裸
6 パッチ
7 巾着
8 蹄鉄
9 足を縛って仰向けにする
10 棒
11 縄
12 髷（メンサントゥ）
13 髯
14 チョゴリ
15 結び紐（ゴルム）
16 馬
17 轡
18 面

おも

懸
がい

19 手綱
20 たてがみ
21 蹄刀
22 蹄鉄用釘
23 篭
24 鉢
25 飯台
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馬の足に装蹄を行っている様子が描かれている。

馬は四肢を締め上げられ、背を下に仰向けになって

いる。馬の足は縄と木の棒で締め上げられているが、

木の棒と縄は固定されていない。右側の男が両手で

棒を握り、馬の足が動かないように押さえている。

左側では、上半身裸の男が左手で馬の足を握り、右

手の金槌で蹄鉄を打っている。蹄鉄は釘で蹄に打ち

付けられて留められる。手前に見える押し切りのよ

うなものは、蹄鉄を打つ前に蹄を平らに削るために

用いられた蹄刀ではないかと推測される。

蹄の摩滅を防ぐために使用する蹄鉄は、古くはピ

ョンジャ、またはデカル（代葛）といった。かつて

は、凍った道でも滑らないように葛で蹄を包んだが、

これはまた蹄の摩滅を防ぐ効果もあった。『増補文

献備考』（兵考　馬政篇）（1903）によると、尹弼尚

（1427～1504）が建州（女真）の偵察に行く際、葛

の代わりに鉄を用いて利用したのが蹄鉄の始まりだ

とされている。

後方に見える小さなテーブルの上には器が載って

いる。蹄鉄の行為と直接の関係がないように思われ

るが、『韓国馬文化発達史』によれば、少人数で、

しかも素朴な技術で装蹄を行うため、その実施は困

難であり危険性が伴う。そのため、実施する前に予

め浄水を準備し、告祀や祭祀を行ったのではないか

とする。朝鮮半島において馬は、軍事、運搬や農耕、

帽子の素材として利用されるだけでなく、信仰の世

界においても様々に象徴される重要な存在であり、

近年まで馬に関わる祭儀は各地に残っていた。太宗

13年（1413）、王室や儀礼に関わる事務、科挙など

を施行する礼曹という機関が、馬の儀礼に関して

「巫規
（ママ）

」として馬神を祭祀することは淫祀だとし、

司僕官がするようにという命令を出している。日本

においては、近世までは蹄鉄は用いられず、専ら藁

の馬沓をはかせていた。明治に入り、陸軍がヨーロ

ッパから蹄鉄を導入した。それに対し、すでに朝鮮

時代から蹄鉄が用いられていたことは大いに注目さ

れる点である。（中野）
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29 旅籠での食事
1
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38
39
40
41
42
43

1 草屋根
2 垂木
3 掘立柱
4 女将（酒母）
5 巻上げ髪
6 チョゴリ
7 結び紐（ゴルム）
8 襟
9 掛け襟
10 袖口
11 チマ
12 食べ物を盛る
13 飯茶碗
14 杓子
15 瓶
16 甕
17 大鉢
18 風呂敷（褓）
19 丼
20 竃

かまど

21 子供
22 短髪
23 下げ髪
24 煙管
25 銭を取り出す
26 臍を出す
27 巾着
28 パッチ
29 荷を背負う
30 竹笠
31 笠紐
32 鉢巻（網巾）
33 鉢巻（網巾）の紐
34 匙
35 深鉢
36 皿
37 小鉢
38 飯台
39 藁履
40 履紐
41 食事をする
42 板石
43 垣根
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酒幕とよばれる旅籠屋の一角を描いている。酒幕

は、食事と酒を売りながら、旅人を宿泊させたりも

する居酒屋兼宿屋であった。市場の近くや、峠、渡

し場などに多かったが、倉庫や厩をも備えた規模の

大きいものから、図のような飲食を中心とした小さ

な旅籠屋まで、規模は様々であった。庶民の旅人や

市を回る商人たちが主な利用客であった。図の酒幕

には、酒母と呼ばれた店の女将と子供、そして2人

の客が描かれる。女将は座っているようにみえる。

旅籠屋は、女将が縁側に座ったまま食事を出すこと

ができるように、母屋と竃の間に縁が繋がっている

構造が多かったというが、図の中の女将は縁に座っ

ているのであろう。食べ物の器や酒瓶などが並べら

れている平らな台は、焚口は描かれていないものの、

竃であると思われる。

2人の客のなかで、竹笠をかぶり、平らな板石に

腰をおろしている男は、食事をしている姿である。

やや大きめの器を傾けて匙ですくう様子から、食べ

物はご飯に汁をかけて深鉢に出されるジャンクッパ

と推測されるが、それは旅路の人や食事を急ぐ人々

に好まれ、酒幕の看板メニューであった。煙管を口

にくわえている男は器売りの行商人のようで、器を

背負っている。巾着から銭を出している様子から、

食事か酒代を払おうとしているのか。

図の中の旅籠屋は、草葺屋根に掘立柱の粗末な作

りで、女将の服装も白のミンチョゴリといった素朴

なことから、田舎の街道沿いにある典型的な小さな

酒幕を描いたものであろう。（金）
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夫婦にみえる2人が物を運んでいる様子である。

男性は背負梯子に樽を、女性は赤子を背負い大きい

篭を頭上運搬している。荷の桶はたがで締めた木製

品である。篭は葦か藁で編み、縁は竹を回し紐や蔓

などで留めたようである。

男性は身分の低い庶民が被るボンゴジと呼ばれる

毛の帽子を被り、袖をまくったチョゴリに裾紐で留

めたパッチを穿いている。女性はねんねこ袢纏の中

に入れた赤子をおんぶ紐で留めている。チマはかな

30

背
負
う
男
・
い
た
だ
く
女

り上までまくっており、その下にみえる下着のパッ

チは、男性と同じように裾紐で膝のあたりで留めて

いる。短くまとまっていない髪の形も髷を結ってい

る様子ではなく、既婚の女性の髪型にしてはかなり

粗野である。遠い道のりの行商にでも出かけるのか、

背負梯子用の息杖をもつ男性だけではなく、女性も

杖を持つ。「男負女戴」は、貧しい庶民の夫婦を象

徴する表現としてよく引用されるが、2人の姿は典

型的な「男負女戴」の姿である。（金）

1 フェルト帽（ボンゴジ）
2 フェルト帽の紐
3 顎鬚
4 チョゴリ
5 捲り上げた袖
6 巾着
7 パッチ
8 脚絆
9 藁履
10 履紐
11 息杖
12 樽
13 紐
14 箍

たが

15 背負梯子（チゲ）
16 背負梯子の爪
17 背負梯子の脚
18 背負い紐
19 背負梯子を背負う
20 篭
21 篭の縁
22 輪
23 ざんばら髪
24 頭上運搬
25 子供を負ぶう
26 赤ん坊
27 ねんねこ袢纏
28 おんぶ紐
29 たくしあげたチマ（ゴドルチマ）
30 杖
31 下着のパッチ
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僧侶に占いをしてもらっている女性と供の子供の

姿が描かれている。左上には2人の僧侶が立ったま

ま経文を唱えている。傍らには背嚢が置かれており、

この2人は托鉢をしながら旅回りをする僧侶のよう

である。奥の者は、サルオガセで編まれた笠をかぶ

り、右手の木鐸を、左手の撞木で叩いている。左利

きのようだ。手前の者は山形の頭巾を被り、右手の

ばちで柄付太鼓を叩いている。柄付太鼓は木製の台

で支えられているようだが、梓弓の太鼓である可能

性もある。2人の前の地面には、占いに用いる紙か

布状のものが敷かれ、紙牌、銭（葉銭）らしきもの

などが置かれている。占いの具体的な方法は分から

ないが、卦の一種であろう。

占ってもらっている女性は、衣かつぎをしている。

上衣は半回装チョゴリである。朝鮮時代、チマの内

側には複数の下着を重ね着し、下半身を豊かに見せ

ることが流行っていた。女性は、チマの内側の衣類

を見せることがおしゃれでもあった。この女性にも

それを窺うことができる。手前の女の子には自分の

煙管を持たせている。一般に女性は煙草を吸わなか

ったが、老女、寡婦、妓女などは嗜む場合も少なく

なかった。この若い女性は庶民ではなく、妓女であ

ろう。女の子は、左手に煙管を、右手に団扇を持っ

て立っている。この者は下げ髪にテンギを垂らし、

頭上運搬をしたまま立っている。妓女につき従い、

身の回りの手伝いをする女の子と思われる。運搬物

は、盥状の器に入れられた鍋である。他に荷物はな

いので、ごく近くから出かけてきたものと思われる。

荷物の鍋は、普通の持ち物とは思われない。荷物を

降ろさずにいる姿からは、道中、たまたま通りかか

った僧侶の前で、ふいに占いをしてもらうことにな

った様子が窺われる。女性は、腰に吊るした巾着の

中に手を入れている。僧侶へあげるお金を出すとこ

ろなのであろう。（中野）
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1 山形の頭巾
2 顎鬚
3 黒

こく

衣
え

4 桴
ばち

5 柄付太鼓
6 藁履
7 猿

さる

麻
お がせ

笠
がさ

8 白
びやく

衣
え

9 木鐸
10 撞木
11 背

はい

嚢
のう

12 銭
13 札
14 かつぎ（長衣）
15 袖口
16 かつぎ（長衣）の結び紐
17 巻上げ髪
18 畳んだかつぎ（長衣）
19 チョゴリ（半回装）
20 結び紐（ソクゴルム）
21 チマ
22 巾着
23 巾着から銭を取り出す
24 下着のパッチ（ダンソッゴッ）
25 下着のパッチ
26 鍋
27 盥
28 禿

かむろ

29 頭上運搬
30 お下げ髪
31 お下げ髪の先飾り（デンギ）
32 チョゴリ（ミンチョゴリ）
33 長煙管
34 たくし上げたチマ（ゴドルチマ）
35 団扇

うち わ
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婚姻儀礼のうち、親迎（嫁迎え）に向かう行列を

描いた場面である。新郎の　行、または初行ともい

い、婚礼の当日、新郎が新婦を迎えに新婦の家に向

かう行列である。朝鮮時代の婚礼は、議婚と大礼に

大別される。議婚は、親迎が行われる以前のすべて

の儀礼で、大礼は、議婚を経て、親迎から新郎が新
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婦の家で行うすべての儀礼をいう。

新郎は、親迎の前に、婚礼を行うことを祖先に告

げる　礼の儀をあげ、新婦の家に向かう。新郎の服

装は、官僚の礼服である団領に角帯と呼ばれる帯を

し、紗帽という礼帽をかぶる。これを「紗帽冠帯」

という。厳格な身分社会であった朝鮮時代には、身

32 嫁迎えの行列

1

2

3

4

5

6

7
8

8

9

9

10
11

11

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20 21

22

23

24

25
26

27

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

40

41

41



67

32

嫁
迎
え
の
行
列

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42

1 添い聟
2 かつぎ（長衣）
3 袖口
4 チョゴリ
5 結び紐（ゴルム）
6 チマ
7 鞍
8 馬
9 手綱
10 下着のパッチ
11 藁履
12 ざんばら髪
13 鞦

しりがい

14 新郎
15 帽子（紗帽）
16 公服（団領）
17 笏
18 角帯
19 たてがみ
20 鈴
21 泥障

あお り

22 鐙
あぶみ

23 馬丁
24 フェルト帽（ボンゴジ）
25 鉢巻（網巾）
26 鉢巻（網巾）の紐
27 上衣（号衣）
28 パッチ
29 脚絆
30 鞭
31 引き綱
32 巾着
33 雁持ち（雁夫）
34 帽子（黒笠）
35 笠の飾り紐（貝纓）
36 顎鬚
37 礼服（簡易団領）
38 雁
39 鹿皮履
40 青紗燈籠
41 蝋燭
42 裸足

分によって服飾が厳しく制限されていたが、庶民で

あっても婚礼の日のみ、紗帽冠帯といった両班官僚

の服装が許された。新郎の乗る馬は白馬が好まれた

というが、図の中の新郎も白馬に乗り、団領に角帯、

そして紗帽をかぶり、手には笏を持っている朝服の

姿である。

親迎の行列には、花婿以外に上客、後行、青紗燈

籠、雁を持つ雁持ち（雁夫）などが同行する。上客

は祖父か父親、もしくは伯父が、後行は近親の人が

務めるのが一般的とされるが、図には上客も後行も

描かれていない。

行列の先頭には青紗燈籠を持つ2人の男性が行列

を導いている。婚礼に使われる青紗燈籠は、薄絹の

青い紗の包みの上部に赤の紗を当てて、中に蝋燭を

灯したものである。本来は宮廷で使われていたもの

で、正二品以上の位の高い官僚にも使用が許されて

いた。しかし、婚礼の時には庶民にもその使用が許

され、青紗燈籠は婚礼を象徴するものになった。

青紗燈籠の後ろには、雁を手に持った雁夫と呼ば

れる男性が続く。雁は奠雁之礼に新郎によって新婦

の婚主（父親）に捧げられる。雁は、一度結ばれる

と添い遂げ、死に別れても新しい連れを迎え入れな

いといわれ、新郎の新婦に対する一生変わらない誓

約を象徴する。婚礼に用いられる雁は、生きたもの

と木彫りの2種類があるが、図の中で雁持ちが持っ

ているのは嘴が括られており、生きた雁であろう。

新郎の後ろの女性は、新郎側が新婦を迎えるため

に親迎に同行させた人であろう。裕福な家では新郎

の乳母が務めるが、その他は親族の女性が同行し、

儀礼の間に新郎の世話をする。日本の添い嫁は、嫁

方が立てるのが普通で、新郎側が立てることは少な

く、しかも世話をするのは嫁であり新郎ではない。

この相違は注目される。（金）
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